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(57)【要約】
【課題】環状空間における可動スクロールの鏡板の偏心
回転運動に起因して、動力損失が増大することを抑制す
る。
【解決手段】可動スクロール（50）の鏡板（51）には、
可動側通路（55）と環状空間（65）とを連通させる連通
空間（70,76）が形成される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール（40,50）の間
に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びてい
ることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、スクロール圧縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、スクロール圧縮機が開示されている。スクロール圧縮機では、駆動軸
によって可動スクロールが駆動されることで、固定スクロールに対して可動スクロールが
偏心回転する。これにより、固定スクロール及び可動スクロールの各ラップの間の圧縮室
で冷媒が圧縮される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１０５６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のスクロール圧縮機では、可動スクロールの鏡板の外周側は、該鏡板
が旋回可能な環状空間が形成される。環状空間には、圧縮機構の各摺動部へ供給される潤
滑油（油）が存在する。このため、可動スクロールの旋回運動（偏心回転運動）に伴い環
状空間の油が鏡板外周面によって押し付けられると、油の攪拌損失が増大し、電動機の動
力損失が増大するという問題があった。
【０００５】
　本開示の目的は、環状空間における可動スクロールの鏡板の偏心回転運動に起因して、
動力損失が増大することを抑制することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様は、可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール
（40,50）の間に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）がされ、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機である。
【０００７】
　第１の態様では、可動スクロール（50）が偏心回転運動すると、環状空間（65）の油が
連通空間（70,76）へ流入する。連通空間（70,76）の油は、可動側通路（55）を経由して
圧縮室（56）へ流出する。この結果、環状空間（65）の油を排出でき、油の攪拌損失を抑
制できる。
【０００８】
　第２の態様は、第１の態様において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【０００９】
　第２の態様では、可動スクロール（50）の背面に凹部（70）を形成することで、環状空
間（65）と可動側通路（55）とを連通できる。可動スクロール（50）の内部に穴を開ける
構成と比較して、鏡板（51）の薄型化を図ることができる。
【００１０】
　第３の態様は、第２の態様において、
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　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１１】
　第３の態様では、凹部（70）の開放面（70a）を閉塞部材（60）で覆うことで、環状空
間（65）の油を可動側通路（55）に導き易くなる。
【００１２】
　第４の態様は、第３の態様において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機である
。
【００１３】
　第４の態様では、オルダム継手（60）が、可動スクロール（50）の自転を規制する部材
と、凹部（70）の開放面を閉塞する閉塞部材とを兼用する。
【００１４】
　第５の態様は、第１乃至第４の態様のいずれか１つにおいて、前記連通空間（70,76）
は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びていることを特徴とするスクロ
ール圧縮機である。
【００１５】
　第５の態様では、連通空間（70,76）が径方向に延びるため、可動側通路（55）と環状
空間（65）とを最短距離で繋ぐことができる。
【００１６】
　第６の態様は、第１乃至５の態様のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１７】
　環状空間（65）では、可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側の箇所の油圧が
上昇し易い。第６の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応する第
１連通部（C1）の開口幅Ｗ１が、それよりも後方側の第２連通部（C2）の開口幅Ｗ２より
も大きい。これにより、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65）の油を可動側通路（
55）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制できる。
【００１８】
　第７の態様は、第１乃至６の態様のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１９】
　第７の態様では、連通空間（70,76）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなる
ため、環状空間（65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００２０】
　第８の態様は、第１乃至７の態様のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
である。
【００２１】
　第８の態様では、環状空間（65）の油を溝（75）に捕捉しながら、溝（75）内の油を連
通空間（70,76）へ導くことができる。
【００２２】
　第９の態様は、第８の態様において、
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　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００２３】
　第９の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応するように、偏心
回転方向の前側に溝（75）が延びる。従って、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65
）の油を溝（75）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、実施形態に係る圧縮機の全体構成を示す縦断面図である。
【図２】図２は、圧縮機構の要部を拡大した縦断面図である。
【図３】図３は、圧縮機構の要部の横断面図（軸直角断面図）である。
【図４】図４は、オルダムリングの上面図である。
【図５】図５は、図２のV-V線断面図である。
【図６】図６は、可動スクロールの偏心回転運動に伴う可動側通路の位置の変化を模式的
に示した構成図である。
【図７】図７は、変形例１に係る図５に相当する図である。
【図８】図８は、変形例２に係る図５に相当する図である。
【図９】図９は、変形例３に係る図２に相当する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　《実施形態》
　本実施形態のスクロール圧縮機（以下、圧縮機（10）という）について図面を参照しな
がら詳細に説明する。圧縮機（10）は、例えば冷媒回路に接続され、冷媒回路の冷媒（流
体）を圧縮する。冷媒回路では、圧縮機（10）で圧縮された冷媒（流体）が凝縮器で凝縮
し、減圧機構で減圧され、蒸発器で蒸発した後、圧縮機（10）に吸入される冷凍サイクル
が行われる。圧縮機（10）は、ケーシング（11）と、該ケーシング（11）に収容される電
動機（20）、駆動軸（25）、及び圧縮機構（30）とを備えている。
【００２６】
　〈ケーシング〉
　ケーシング（11）は、軸方向の両端が閉塞された縦長の円筒状に形成される。ケーシン
グ（11）は、高圧の冷媒が満たされる密閉容器である。ケーシング（11）の上部には、吸
入管（12）が接続される。ケーシング（11）の胴部には、吐出管（13）が接続される。ケ
ーシング（11）の底部には、油（潤滑油）が貯留される油溜まり部（14）が形成される。
【００２７】
　〈電動機〉
　電動機（20）は、ケーシング（11）の軸方向の中間部に配置される。電動機（20）は、
固定子（21）と、回転子（22）とを有している。固定子（21）及び回転子（22）は、円筒
状に形成される。固定子（21）は、ケーシング（11）の内周面に固定される。回転子（22
）は、固定子（21）の内部に回転可能に挿通される。回転子（22）の内周面には、駆動軸
（25）が固定される。
【００２８】
　〈駆動軸〉
　駆動軸（25）は、ケーシング（11）の内部を上下（軸方向）に延びている。駆動軸（25
）は、下部軸受け（15）と、上部軸受け（16）とによって回転可能に支持される。下部軸
受け（15）は、電動機（20）の下側に設けられる。上部軸受け（16）は、ハウジング（31
）の膨出部（35）の中心部に設けられる。駆動軸（25）は、主軸（26）と偏心軸（27）と
を有する。
【００２９】
　主軸（26）は、電動機（20）を貫通するようにケーシング（11）の軸方向に延びている
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。主軸（26）の下端部には、油ポンプ（28）（油搬送機構）が設けられる。油ポンプ（28
）は、油溜まり部（14）の油を汲み上げる。油ポンプ（28）で汲み上げられた油は、駆動
軸（25）の内部の給油通路（26a）を流れ、軸受けや圧縮機構（30）の各摺動部に供給さ
れる。
【００３０】
　偏心軸（27）は、主軸（26）の上端から上方に突出している。偏心軸（27）の軸心は、
主軸（26）の軸心から所定距離だけ偏心している。偏心軸（27）の外径は、主軸（26）の
外径よりも小さい。主軸（26）の上端の周囲には、カウンタウェイト部（29）が設けられ
る。カウンタウェイト部（29）は、駆動軸（25）の回転時の動的バランスをとるように構
成されている。
【００３１】
　〈圧縮機構〉
　圧縮機構（30）は、電動機（20）によって駆動されることで冷媒を圧縮する。圧縮機構
（30）では、互いに歯合する固定スクロール（40）及び可動スクロール（50）の間に圧縮
室（56）が形成される。圧縮室（56）では、吸入管（12）から吸入された低圧の冷媒が、
徐々に圧縮される。圧縮された冷媒は、吐出口（44）から吐出される。吐出口（44）を流
出した冷媒は、ハウジング（31）の下側の空間に送られた後、吐出管（13）からケーシン
グ（11）の外部へ吐出される。図１及び図２に示すように、圧縮機構（30）は、ハウジン
グ（31）、固定スクロール（40）、可動スクロール（50）、及びオルダムリング（60）（
オルダム継手）を備えている。
【００３２】
　〈ハウジング〉
　ハウジング（31）は、ケーシング（11）の内周面に固定される第１フレーム（32）と、
第１フレーム（32）の上側に設けられる第２フレーム（37）とを有する（図１を参照）。
第１フレーム（32）は、駆動軸（25）が貫通する略円筒状に構成される。第１フレーム（
32）は、基部（33）、周壁部（34）、及び膨出部（35）を有する。
【００３３】
　基部（33）は、カウンタウェイト部（29）の周囲に配置される。基部（33）は、肉厚の
筒状に形成される。基部（33）の外周面は、ケーシング（11）の内周面に固定される。基
部（33）の内側には、カウンタウェイト部（29）が収容される円柱状の収容空間（17）が
形成される。
【００３４】
　周壁部（34）は、基部（33）の外周縁部から上方に突出している。周壁部（34）は、基
部（33）よりも薄肉の筒状に形成される。周壁部（34）の外周面は、ケーシング（11）の
内周面に固定される。周壁部（34）の内部には、第２フレーム（37）が内嵌するフレーム
凹部（36）が形成される。
【００３５】
　膨出部（35）は、基部（33）の内周縁部から下方に膨出する略筒状に形成される。膨出
部（35）の内部には、上述した上部軸受け（16）（例えば軸受けメタル）が設けられる。
【００３６】
　第２フレーム（37）は、上下に扁平な略環状のプレートで構成される。第２フレーム（
37）は、フレーム凹部（36）に嵌合するように、第１フレーム（32）の基部（33）に支持
される。第２フレーム（37）の内側には、可動スクロール（50）のボス部（53）が旋回可
能な空間（高圧室（18））が形成される。高圧室（18）は、可動側鏡板（51）の背面側の
中心寄りに形成される。高圧室（18）には、油溜まり部（14）の高圧の油が供給される。
つまり、高圧室（18）の圧力は、圧縮機構（30）の吐出圧力に相当する。
【００３７】
　図２に示すように、第２フレーム（37）は、円板状のプレート本体（38）と、プレート
本体（38）の内周縁部から上方に突出する環状凸部（39）とを有している。プレート本体
（38）の上面には、一対の固定側キー溝（不図示）が形成される。固定側キー溝は、各々
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が径方向に延びるとともに、プレート本体（38）の中心を挟んで互いに対向するように配
置される。各固定側キー溝には、オルダムリング（60）の固定側キー（61）（図４を参照
）がそれぞれ嵌合する。
【００３８】
　環状凸部（39）の外周側には、中圧室（19）が形成される。中圧室（19）は、可動側鏡
板（51）の背面側に形成される背圧室を構成する。
【００３９】
　環状凸部（39）の上面と、可動側鏡板（51）の背面との間には、シールリング（58）が
設けられる。シールリング（58）は、高圧室（18）と中圧室（19）とを密に仕切っている
。
【００４０】
　〈固定スクロール〉
　固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の軸方向の一方側（上側）に配置されてい
る。固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の周壁部（34）に締結部材（例えばボル
ト）を介して固定される。
【００４１】
　図２及び図３に示すように、固定スクロール（40）は、固定側鏡板（41）と、固定側ラ
ップ（42）と、外周壁部（43）とを有する。固定側鏡板（41）は、概ね円形の板状に形成
されている。固定側ラップ（42）は、インボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される
。固定側ラップ（42）は、固定側鏡板（41）の前面（図２では下面）から突出している。
外周壁部（43）は、固定側ラップ（42）の外周側を囲むように形成され、固定側鏡板（41
）の前面から突出している。固定側ラップ（42）の先端面（図２では下面）と外周壁部（
43）の先端面とは略面一になっている。
【００４２】
　固定スクロール（40）の外周壁部（43）には、吸入ポート（図示を省略）が形成されて
いる。吸入ポートには、吸入管（12）の流出端が接続される。固定側鏡板（41）の中央部
には、固定側鏡板（41）を貫通する吐出口（44）が形成されている。
【００４３】
　〈可動スクロール〉
　可動スクロール（50）は、固定スクロール（40）とハウジング（31）の間に配置される
。可動スクロール（50）は、可動側鏡板（51）と、可動側ラップ（52）と、ボス部（53）
とを有する。
【００４４】
　可動側鏡板（51）は、概ね円形の板状に形成されている。可動側ラップ（52）は、イン
ボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される。可動側ラップ（52）は、可動側鏡板（51
）の前面（図２では上面）から突出している。本実施形態の圧縮機構（30）は、いわゆる
非対称渦巻き式で構成される。可動スクロール（50）の可動側ラップ（52）は、固定スク
ロール（40）の固定側ラップ（42）と噛み合わされている。ボス部（53）は、円筒状に形
成され、可動側鏡板（51）の背面（図２では下面）の中央部から下方に突出する。ボス部
（53）の内部には、駆動軸（25）の偏心軸（27）が内嵌する。
【００４５】
　図５に示すように、可動側鏡板（51）の背面には、一対の可動側キー溝（54）が形成さ
れる。可動側キー溝（54）は、各々が径方向に延びるとともに、可動側鏡板（51）の中心
を挟んで互いに対向するように配置される。各可動側キー溝（54）には、オルダムリング
（60）の可動側キー（62）がそれぞれ嵌合する。
【００４６】
　〈オルダムリング〉
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）のプレート本体（38）と、可動側鏡板（
51）との間に配置される。図４に示すように、オルダムリング（60）は、縦断面が矩形の
リング状に形成される。オルダムリング（60）の厚みは、全周に亘って略一定である。オ
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ルダムリング（60）には、一対の固定側キー（61）と、一対の可動側キー（62）とが設け
られている。
【００４７】
　一対の固定側キー（61）は、オルダムリング（60）のハウジング（31）側（下側）に設
けられる。一対の固定側キー（61）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリング
（60）の下面に設けられる。一対の固定側キー（61）は、上述した一対の固定側キー溝（
図示省略）にそれぞれ嵌合する。一対の固定側キー（61）は、固定側キー溝の延びる方向
（径方向）に進退可能となる。
【００４８】
　一対の可動側キー（62）は、オルダムリング（60）の可動スクロール（50）側（上側）
に設けられる。一対の可動側キー（62）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリ
ング（60）の上面に設けられる。一対の可動側キー（62）と、一対の固定側キー（61）と
は、互いに周方向に９０度ずれるように配置される。一対の可動側キー（62）は、上述し
た一対の可動側キー溝（54）にそれぞれ嵌合する。一対の可動側キー（62）は、可動側キ
ー溝（54）の延びる方向（径方向）に進退可能となる。
【００４９】
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）に対して、固定側キー溝に沿うように径
方向（第１方向）に進退する。可動スクロール（50）は、オルダムリング（60）に対して
、可動側キー溝（54）に沿うように、第１方向と直交する第２方向に進退する。このよう
なオルダムリング（60）の構成により、駆動軸（25）に駆動される可動スクロール（50）
は、駆動軸（25）の軸心を中心とする偏心回転運動が許容される一方、可動スクロール（
50）自体の回転（自転運動）が規制されている。
【００５０】
　〈インジェクション機構〉
　圧縮機構（30）には、圧縮室（56）の冷媒（厳密には、中間圧の冷媒）を、背圧室であ
る中圧室（19）へ導入するためのインジェクション機構が設けられる。図２及び図３に示
すように、インジェクション機構は、固定スクロール（40）に設けられる固定側通路（46
）と、可動スクロール（50）に設けられる可動側通路（55）とを含んでいる。
【００５１】
　固定側通路（46）は、固定スクロール（40）の外周壁部（43）の先端面（下面）に形成
される。つまり、固定側通路（46）は、可動側鏡板（51）に対するスラスト面（摺接面）
に形成された溝によって構成される。図３に示すように、固定側通路（46）は、平面視に
おいて鉤状ないし略Ｊ字状に形成される。固定側通路（46）の一端（流入端（46a））は
、外周壁部（43）の内周面に開口し、圧縮途中の圧縮室（56）に連通している。固定側通
路（46）の他端（流出端（46b））は、可動側鏡板（51）に面する位置にある。
【００５２】
　可動側通路（55）は、可動側鏡板（51）を軸方向に貫通している。可動側通路（55）の
通路断面は、円形状に形成されている。可動側通路（55）の流入端（上端）は、固定側通
路（46）と間欠的に連通するように構成される。可動側通路（55）の流出端（下端）は、
中圧室（19）と連通可能に構成される。図３及び図６に示すように、可動側通路（55）は
、可動スクロール（50）の偏心回転に伴い軌跡Ｐ上を変位する。これにより、可動側通路
（55）は、固定側通路（46）の流出端（46b）と連通する連通位置（例えば図６(Ａ)の位
置）と、固定側通路（46）の流出端（46b）から遮断される閉鎖位置（例えば図６(Ｂ)～(
Ｄ)の位置）との間を変位する。
【００５３】
　図２、図３、図５、図６(Ａ)に示すように、可動側通路（55）が連通位置にあると、固
定側通路（46）及び可動側通路（55）が連通する。可動側通路（55）は、詳細は後述する
油排出溝（70）（連通空間）を介して中圧室（19）と連通する。この結果、圧縮室（56）
の冷媒が中圧室（19）へ導入され、中圧室（19）が中間圧に保たれる。これにより、固定
側鏡板（41）に対して適切な押し付け力を得ることができる。図６(Ｂ）～図６(Ｄ)に示
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すように、可動側通路（55）が閉鎖位置にあると、固定側通路（46）と可動側通路（55）
とが遮断される。従って、この状態では、圧縮室（56）の冷媒は中圧室（19）に導入され
ない。
【００５４】
　〈環状空間〉
　図２及び図５（図２のV-V線断面図）に示すように、可動側鏡板（51）とハウジング（3
1）との間には、環状空間（65）が形成される。具体的には、環状空間（65）は、可動側
鏡板（51）の外周面と、第１フレーム（32）の周壁部（34）の内周面との間に形成される
。環状空間（65）は、可動側鏡板（51）が旋回可能な空間を構成する。可動側鏡板（51）
の偏心角度位置に応じて、環状空間（65）の径方向の隙間が変化する。環状空間（65）で
は、可動側鏡板（51）が偏心する側の隙間（例えば図５の点a付近の隙間）が最も小さく
なる。
【００５５】
　〈環状空間で生じる課題〉
　環状空間（65）には、例えば可動側鏡板（51）のスラスト面に供給される油の一部が流
出する。このため、環状空間（65）には油が存在する。従来においては、可動スクロール
（50）が偏心回転すると、可動側鏡板（51）の外周面によって環状空間（65）の油が押し
付けられるため、いわゆる油の攪拌損失が増大し、ひいては電動機の動力損失が増大する
という問題が生じた。
【００５６】
　〈連通空間（油排出溝）の構成〉
　本実施形態では、上記の課題を解決するために、可動側鏡板（51）に凹部である油排出
溝（70）を形成している。油排出溝（70）は、可動側通路（55）と環状空間（65）とを連
通させる連通空間を構成している。
【００５７】
　図２及び図５に示すように、油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の背面に形成される
。油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に向かって径方向
に延びている。つまり、油排出溝（70）は、可動側通路（55）と軸方向にオーバーラップ
する領域に形成される。油排出溝（70）の開放面（70a）（下側の面）のほとんどは、オ
ルダムリング（60）の上面に閉塞される（図２を参照）。オルダムリング（60）は、可動
スクロール（50）の自転防止機構と、油排出溝（70）を閉塞する閉塞部材とを兼用してい
る。オルダムリング（60）は、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を閉塞
していればよく、全部を閉塞してもよい。
【００５８】
　本実施形態の油排出溝（70）の内壁は、第１面（71）と、第２面（72）と、湾曲面（73
）とを含んでいる。第１面（71）は、可動スクロール（50）の偏心回転方向（図５の矢印
Ｒの方向）の前側寄りに形成される。第１面（71）は、可動側鏡板（51）の背面に対して
略垂直な平坦状に形成される。第１面（71）は、概ね直線状に延びている。第２面（72）
は、可動スクロール（50）の偏心回転方向の後側寄りに形成される。第２面（72）は、可
動側鏡板（51）の背面に対して略垂直な平坦状に形成される。第２面（72）は、概ね直線
状に延びている。湾曲面（73）は、可動側通路（55）より径方向内方寄りに形成され、第
１面（71）と第２面（72）とに連続している。湾曲面（73）は、可動側通路（55）の開口
端の周縁に沿うように円弧状に湾曲している。
【００５９】
　油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の平面視（軸直角視）において、略扇状に形成さ
れる。つまり、油排出溝（70）は、径方向外方に向かうにつれて周方向の幅（即ち、第１
面（71）と第２面（72）との間の間隔）が拡がるように構成される。
【００６０】
　油排出溝（70）は、第１連通部（C1）と第２連通部（C2）とを含んでいる。第１連通部
（C1）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心回転方向の前側に形成され
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る空間である。第２連通部（C2）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心
回転方向の後側に形成される空間である。より厳密には、図５に示すように、可動側鏡板
（51）の平面視（軸直角視）において、可動側通路（55）の中心p1、及び可動側鏡板（51
）の軸心p2を通過する仮想平面を基準面Ｘとする。この場合、第１連通部（C1）は、基準
面Ｘと第１面（71）との間に形成される空間といえる。第２連通部（C2）は、基準面Ｘと
第２面（72）との間に形成される空間といえる。
【００６１】
　本実施形態の油排出溝（70）では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方
向の開口幅Ｗ１が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よ
りも大きい。また、本実施形態の油排出溝（70）では、基準面Ｘと第１面（71）のなす角
度αが、基準面Ｘと第２面（72）のなす角度βよりも大きい。
【００６２】
　図２に示すように、油排出溝（70）の高さは、可動側鏡板（51）の厚みの約半分、ある
いは該厚みの約半分よりもやや大きい。　
【００６３】
　－連通空間の作用－
　圧縮機（10）の運転時には、可動側鏡板（51）が環状空間（65）において偏心回転する
。偏心回転運動を行う可動側鏡板（51）の外周面が、環状空間（65）に存在する油を押し
付けると、環状空間（65）の油が油排出溝（70）に導入される。
【００６４】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５に示す位置にあるときには、可動側通路（55）が固定
側通路（46）の流出端（46b）とオーバーラップする。このため、油排出溝（70）に流入
した油は、連通位置にある可動側通路（55）に流入し、固定側通路（46）を逆流して圧縮
室（56）に導入される。これにより、環状空間（65）の内圧を速やかに低下させることが
できる。また、圧縮室（56）内の摺動部へ潤滑油を戻すことができ、潤滑不良を抑制でき
る。
【００６５】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５の位置にあるときには、環状空間（65）のうち、可動
側通路（55）から径方向外方の延長線上にある箇所の隙間（図５の点ａ付近の隙間）が狭
くなり、点ａ付近の油圧が高くなる。このため、点ａ付近の油圧を利用して、該油を油排
出溝（70）に導入できるとともに、点ａ付近の油圧の上昇を抑制できる。
【００６６】
　厳密には、可動側鏡板（51）が偏心回転運動を行う際には、環状空間（65）のうち偏心
回転方向よりもやや前側の油が、可動側鏡板（51）によって押し付けられる。このため、
図５では、点ａよりもやや前側の箇所（例えば図５に示す点ｂ付近の箇所）の油圧が更に
上昇し易くなる。
【００６７】
　これに対し、本実施形態では、可動側通路（55）に対して偏心回転方向の前側に第１連
通部（C1）を形成している。加えて、第１連通部（C1）の開口幅Ｗ１は、第２連通部（C2
）の開口幅Ｗ２よりも大きい。このため、点ｂ付近の油圧を利用して、この油を油排出溝
（70）に確実に導入できるとともに、油圧の上昇を抑制できる。
【００６８】
　このような高圧の油の導入（油導入動作）は、少なくとも、可動側通路（55）と固定側
通路（46）との連通が開始したタイミングで行われる。その後、可動側通路（55）と固定
側通路（46）とが継続して連通する状態で油排出溝（70）の内圧が低下すると、圧縮室（
56）の冷媒が、固定側通路（46）及び可動側通路（55）を順方向に流れ、この冷媒が中圧
室（19）へ供給される。つまり、可動側通路（55）と固定側通路（46）とが連通すると、
まず、油導入動作が行われ、その後に冷媒を中圧室（19）に導入するインジェクション動
作が行われる。
【００６９】
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　－実施形態の効果－
　上記実施形態では、可動スクロール（50）の可動側鏡板（51）には、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させる油排出溝（70）（連通空間）が形成される。
【００７０】
　これにより、環状空間（65）の油を油排出溝（70）及び可動側通路（55）を介して圧縮
室（56）へ送ることができ、環状空間（65）の油を減らすことができる。この結果、油の
攪拌損失の増大を抑制でき、ひいては動力損失の増大を抑制できる。
【００７１】
　環状空間（65）は、油排出溝（70）と連通するため、環状空間（65）の実質的な容積が
拡大する。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７２】
　環状空間（65）は、油排出溝（70）を介して中圧室（19）と連通するため、環状空間（
65）の実質的な容積が拡大する。また、環状空間（65）の油を中圧室（19）に逃がすこと
も可能である。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７３】
　油排出溝（70）に導入された油は、可動側通路（55）及び固定側通路（46）を介して圧
縮室（56）へ供給される。このため、環状空間（65）の油を圧縮室（56）内の摺動部の潤
滑及び隙間のシールに利用できる。
【００７４】
　可動側通路（55）及び固定側通路（46）は、油を排出するための通路と、インジェクシ
ョン機構の通路を兼用する。このため、圧縮機構（30）の構造や加工が複雑になることを
抑制できる。
【００７５】
　上記実施形態の連通空間は、可動側鏡板（51）の背面に形成される凹部（油排出溝（70
））によって構成される。可動側鏡板（51）の内部に穴を開ける場合、可動側鏡板（51）
が厚くなり、圧縮機構（30）が軸方向に大型化されたり、圧縮機構（30）の動力が増大し
たりする。これに対し、可動側鏡板（51）の背面に凹部である油排出溝（70）を形成すれ
ば、可動側鏡板（51）が厚くなることを回避できる。加工も容易である。
【００７６】
　上記実施形態では、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐオルダム
リング（閉塞部材（60））を備えている（図２を参照）。これにより、油排出溝（70）に
導入された油を確実に可動側通路（55）へ送ることができる。オルダムリング（60）は、
自転防止機構と閉塞部材とを兼用するため、部品点数が増えることもない。
【００７７】
　上記実施形態では、油排出溝（70）が、径方向に延びて可動側通路（55）と連通する（
図５を参照）。このため、油排出溝（70）の長さを最小限に抑えつつ、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させることができる。環状空間（65）のうち最も小さくなった
隙間（図５の点ａ付近）の油を確実に可動側通路（55）へ導くことができる。加工も容易
である。
【００７８】
　上記実施形態では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１
が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きい。こ
れにより、可動側通路（55）（厳密には、基準面Ｘ）よりも前側の隙間（図５の点ｂ付近
）の油圧を利用して、該油を油排出溝（70）に確実に導入できる。
【００７９】
　上記実施形態では、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である。これに
より、油排出溝（70）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなるため、環状空間（
65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００８０】
　－実施形態の変形例－
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　上記実施形態では、以下のような変形例の構成としてもよい。
【００８１】
　〈変形例１〉
　図７に示す変形例１は、上記実施形態の可動側鏡板（51）の外周面において、油排出溝
（70）に連通する溝（拡大溝（75））を形成している。変形例１の拡大溝（75）は、可動
側鏡板（51）の背面の外周縁部に沿うように周方向に延びている。変形例１の拡大溝（75
）は、可動側鏡板（51）の全周に亘って形成される。
【００８２】
　変形例１では、環状空間（65）の油を拡大溝（75）に捕捉しながら、この油を油排出溝
（70）に導入できる。この結果、環状空間（65）の油量を低減できる。また、拡大溝（75
）によって環状空間（65）の実質的な容積が拡大されるため、環状空間（65）の油圧を低
減できる。
【００８３】
　〈変形例２〉
　図８に示す変形例２の拡大溝（75）は、可動側鏡板（51）の全周のうちの一部に亘って
形成される。具体的に、変形例２の拡大溝（75）は、油排出溝（70）から偏心回転方向の
前方に延びる前側溝部（75a）と、油排出溝（70）から偏心回転方向の後方に延びる後側
溝部（75b）とを含んでいる。前側溝部（75a）の周方向の長さは、後側溝部（75b）の周
方向の長さよりも大きい。
【００８４】
　変形例２では、環状空間（65）のうち、可動側通路（55）の前側（厳密には、基準面Ｘ
の前側）の隙間の油圧を利用して、この油を前側溝部（75a）に導入できる。
【００８５】
　〈変形例３〉
　図９に示す変形例３の連通空間は、可動側鏡板（51）の内部に形成される油排出穴（76
）で構成される。油排出穴（76）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に
向かって径方向に延びる横長の通路を構成している。変形例３のインジェクション機構は
、油排出穴（76）と中圧室（19）とを連通させる中継路（77）（縦穴）を含む。つまり、
可動側通路（55）は、油排出穴（76）及び中継路（77）を介して中圧室（19）と連通する
。
【００８６】
　インジェクション動作では、圧縮室（56）の冷媒が固定側通路（46）、可動側通路（55
）、油排出穴（76）、及び中継路（77）を順に流れた後、中圧室（19）へ導入される。油
導入動作では、環状空間（65）の油が、油排出穴（76）、可動側通路（55）、固定側通路
（46）を介して圧縮室（56）へ導入される。
【００８７】
　変形例３の可動側鏡板（51）の外周面に、油排出穴（76）と連通するように拡大溝（75
）を形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例１と同様、可動側鏡板（51）の全周に亘っ
て形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例２と同様、可動側鏡板（51）の全周の一部に
形成してもよい。この場合、変形例２と同様、前側溝部（75a）の周方向の長さを、後側
溝部（75b）の周方向の長さよりも大きくするのが好ましい。
【００８８】
　《その他の実施形態》
　連通空間（70,76）は、環状空間（65）と可動側通路（55）とを連通させるものであれ
ば、如何なる形状であってもよく、必ずしも径方向に延びていなくてもよい。
【００８９】
　背圧室（19）は、中間圧力の中圧室でなくてもよく、例えば高圧圧力の冷媒が導入され
る高圧室であってもよい。
【００９０】
　オルダムリング（60）以外の他の部品を閉塞部材としてもよい。



(13) JP 2020-7933 A 2020.1.16

10

20

【００９１】
　以上の実施形態や変形例は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あ
るいはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。以上、実施形態および変
形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱することなく、形態や詳細
の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上の実施形態および変形例は
、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり、置換したりしてもよい。
以上に述べた「第１」、「第２」、「第３」…という記載は、これらの記載が付与された
語句を区別するために用いられており、その語句の数や順序までも限定するものではない
。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　以上説明したように、本開示は、スクロール圧縮機について有用である。
【符号の説明】
【００９３】
１０　　スクロール圧縮機
１９　　　背圧室
３０　　　圧縮機構
４０　　　固定スクロール
５０　　　可動スクロール
５１　　　可動側鏡板（鏡板）
５５　　　可動側通路
５６　　　圧縮室
６０　　　オルダムリング（オルダム継手、閉塞部材）
６５　　　環状空間
７０　　　凹部
７０ａ　　開放面
７５　　　拡大溝（溝）
７６　　　連通空間
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月7日(2019.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、スクロール圧縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、スクロール圧縮機が開示されている。スクロール圧縮機では、駆動軸
によって可動スクロールが駆動されることで、固定スクロールに対して可動スクロールが
偏心回転する。これにより、固定スクロール及び可動スクロールの各ラップの間の圧縮室
で冷媒が圧縮される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１０５６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のスクロール圧縮機では、可動スクロールの鏡板の外周側は、該鏡板
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が旋回可能な環状空間が形成される。環状空間には、圧縮機構の各摺動部へ供給される潤
滑油（油）が存在する。このため、可動スクロールの旋回運動（偏心回転運動）に伴い環
状空間の油が鏡板外周面によって押し付けられると、油の攪拌損失が増大し、電動機の動
力損失が増大するという問題があった。
【０００５】
　本開示の目的は、環状空間における可動スクロールの鏡板の偏心回転運動に起因して、
動力損失が増大することを抑制することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様は、可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール
（40,50）の間に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）がされ、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機である。
【０００７】
　第１の態様では、可動スクロール（50）が偏心回転運動すると、環状空間（65）の油が
連通空間（70,76）へ流入する。連通空間（70,76）の油は、可動側通路（55）を経由して
圧縮室（56）へ流出する。この結果、環状空間（65）の油を排出でき、油の攪拌損失を抑
制できる。
【０００８】
　第２の態様は、第１の態様において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【０００９】
　第２の態様では、可動スクロール（50）の背面に凹部（70）を形成することで、環状空
間（65）と可動側通路（55）とを連通できる。可動スクロール（50）の内部に穴を開ける
構成と比較して、鏡板（51）の薄型化を図ることができる。
【００１０】
　第３の態様は、第２の態様において、
　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１１】
　第３の態様では、凹部（70）の開放面（70a）を閉塞部材（60）で覆うことで、環状空
間（65）の油を可動側通路（55）に導き易くなる。
【００１２】
　第４の態様は、第３の態様において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機である
。
【００１３】
　第４の態様では、オルダム継手（60）が、可動スクロール（50）の自転を規制する部材
と、凹部（70）の開放面を閉塞する閉塞部材とを兼用する。
【００１４】
　第５の態様は、第１乃至第４の態様のいずれか１つにおいて、前記連通空間（70,76）
は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びていることを特徴とするスクロ
ール圧縮機である。
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【００１５】
　第５の態様では、連通空間（70,76）が径方向に延びるため、可動側通路（55）と環状
空間（65）とを最短距離で繋ぐことができる。
【００１６】
　第６の態様は、第１乃至５の態様のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１７】
　環状空間（65）では、可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側の箇所の油圧が
上昇し易い。第６の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応する第
１連通部（C1）の開口幅Ｗ１が、それよりも後方側の第２連通部（C2）の開口幅Ｗ２より
も大きい。これにより、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65）の油を可動側通路（
55）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制できる。
【００１８】
　第７の態様は、第１乃至６の態様のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１９】
　第７の態様では、連通空間（70,76）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなる
ため、環状空間（65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００２０】
　第８の態様は、第１乃至７の態様のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
である。
【００２１】
　第８の態様では、環状空間（65）の油を溝（75）に捕捉しながら、溝（75）内の油を連
通空間（70,76）へ導くことができる。
【００２２】
　第９の態様は、第８の態様において、
　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００２３】
　第９の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応するように、偏心
回転方向の前側に溝（75）が延びる。従って、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65
）の油を溝（75）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制でき
る。
【００２４】
　第１０の態様は、第１乃至第９のいずれか１つの態様において、
　前記可動スクロール（50）が、前記可動側通路（55）と前記圧縮室（56）とを連通させ
る偏心角度位置にあるときに、前記連通空間（70,76）と前記環状空間（65）の内周面と
が最も接近することを特徴とするスクロール圧縮機である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、実施形態に係る圧縮機の全体構成を示す縦断面図である。
【図２】図２は、圧縮機構の要部を拡大した縦断面図である。
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【図３】図３は、圧縮機構の要部の横断面図（軸直角断面図）である。
【図４】図４は、オルダムリングの上面図である。
【図５】図５は、図２のV-V線断面図である。
【図６】図６は、可動スクロールの偏心回転運動に伴う可動側通路の位置の変化を模式的
に示した構成図である。
【図７】図７は、変形例１に係る図５に相当する図である。
【図８】図８は、変形例２に係る図５に相当する図である。
【図９】図９は、変形例３に係る図２に相当する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　《実施形態》
　本実施形態のスクロール圧縮機（以下、圧縮機（10）という）について図面を参照しな
がら詳細に説明する。圧縮機（10）は、例えば冷媒回路に接続され、冷媒回路の冷媒（流
体）を圧縮する。冷媒回路では、圧縮機（10）で圧縮された冷媒（流体）が凝縮器で凝縮
し、減圧機構で減圧され、蒸発器で蒸発した後、圧縮機（10）に吸入される冷凍サイクル
が行われる。圧縮機（10）は、ケーシング（11）と、該ケーシング（11）に収容される電
動機（20）、駆動軸（25）、及び圧縮機構（30）とを備えている。
【００２７】
　〈ケーシング〉
　ケーシング（11）は、軸方向の両端が閉塞された縦長の円筒状に形成される。ケーシン
グ（11）は、高圧の冷媒が満たされる密閉容器である。ケーシング（11）の上部には、吸
入管（12）が接続される。ケーシング（11）の胴部には、吐出管（13）が接続される。ケ
ーシング（11）の底部には、油（潤滑油）が貯留される油溜まり部（14）が形成される。
【００２８】
　〈電動機〉
　電動機（20）は、ケーシング（11）の軸方向の中間部に配置される。電動機（20）は、
固定子（21）と、回転子（22）とを有している。固定子（21）及び回転子（22）は、円筒
状に形成される。固定子（21）は、ケーシング（11）の内周面に固定される。回転子（22
）は、固定子（21）の内部に回転可能に挿通される。回転子（22）の内周面には、駆動軸
（25）が固定される。
【００２９】
　〈駆動軸〉
　駆動軸（25）は、ケーシング（11）の内部を上下（軸方向）に延びている。駆動軸（25
）は、下部軸受け（15）と、上部軸受け（16）とによって回転可能に支持される。下部軸
受け（15）は、電動機（20）の下側に設けられる。上部軸受け（16）は、ハウジング（31
）の膨出部（35）の中心部に設けられる。駆動軸（25）は、主軸（26）と偏心軸（27）と
を有する。
【００３０】
　主軸（26）は、電動機（20）を貫通するようにケーシング（11）の軸方向に延びている
。主軸（26）の下端部には、油ポンプ（28）（油搬送機構）が設けられる。油ポンプ（28
）は、油溜まり部（14）の油を汲み上げる。油ポンプ（28）で汲み上げられた油は、駆動
軸（25）の内部の給油通路（26a）を流れ、軸受けや圧縮機構（30）の各摺動部に供給さ
れる。
【００３１】
　偏心軸（27）は、主軸（26）の上端から上方に突出している。偏心軸（27）の軸心は、
主軸（26）の軸心から所定距離だけ偏心している。偏心軸（27）の外径は、主軸（26）の
外径よりも小さい。主軸（26）の上端の周囲には、カウンタウェイト部（29）が設けられ
る。カウンタウェイト部（29）は、駆動軸（25）の回転時の動的バランスをとるように構
成されている。
【００３２】
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　〈圧縮機構〉
　圧縮機構（30）は、電動機（20）によって駆動されることで冷媒を圧縮する。圧縮機構
（30）では、互いに歯合する固定スクロール（40）及び可動スクロール（50）の間に圧縮
室（56）が形成される。圧縮室（56）では、吸入管（12）から吸入された低圧の冷媒が、
徐々に圧縮される。圧縮された冷媒は、吐出口（44）から吐出される。吐出口（44）を流
出した冷媒は、ハウジング（31）の下側の空間に送られた後、吐出管（13）からケーシン
グ（11）の外部へ吐出される。図１及び図２に示すように、圧縮機構（30）は、ハウジン
グ（31）、固定スクロール（40）、可動スクロール（50）、及びオルダムリング（60）（
オルダム継手）を備えている。
【００３３】
　〈ハウジング〉
　ハウジング（31）は、ケーシング（11）の内周面に固定される第１フレーム（32）と、
第１フレーム（32）の上側に設けられる第２フレーム（37）とを有する（図１を参照）。
第１フレーム（32）は、駆動軸（25）が貫通する略円筒状に構成される。第１フレーム（
32）は、基部（33）、周壁部（34）、及び膨出部（35）を有する。
【００３４】
　基部（33）は、カウンタウェイト部（29）の周囲に配置される。基部（33）は、肉厚の
筒状に形成される。基部（33）の外周面は、ケーシング（11）の内周面に固定される。基
部（33）の内側には、カウンタウェイト部（29）が収容される円柱状の収容空間（17）が
形成される。
【００３５】
　周壁部（34）は、基部（33）の外周縁部から上方に突出している。周壁部（34）は、基
部（33）よりも薄肉の筒状に形成される。周壁部（34）の外周面は、ケーシング（11）の
内周面に固定される。周壁部（34）の内部には、第２フレーム（37）が内嵌するフレーム
凹部（36）が形成される。
【００３６】
　膨出部（35）は、基部（33）の内周縁部から下方に膨出する略筒状に形成される。膨出
部（35）の内部には、上述した上部軸受け（16）（例えば軸受けメタル）が設けられる。
【００３７】
　第２フレーム（37）は、上下に扁平な略環状のプレートで構成される。第２フレーム（
37）は、フレーム凹部（36）に嵌合するように、第１フレーム（32）の基部（33）に支持
される。第２フレーム（37）の内側には、可動スクロール（50）のボス部（53）が旋回可
能な空間（高圧室（18））が形成される。高圧室（18）は、可動側鏡板（51）の背面側の
中心寄りに形成される。高圧室（18）には、油溜まり部（14）の高圧の油が供給される。
つまり、高圧室（18）の圧力は、圧縮機構（30）の吐出圧力に相当する。
【００３８】
　図２に示すように、第２フレーム（37）は、円板状のプレート本体（38）と、プレート
本体（38）の内周縁部から上方に突出する環状凸部（39）とを有している。プレート本体
（38）の上面には、一対の固定側キー溝（不図示）が形成される。固定側キー溝は、各々
が径方向に延びるとともに、プレート本体（38）の中心を挟んで互いに対向するように配
置される。各固定側キー溝には、オルダムリング（60）の固定側キー（61）（図４を参照
）がそれぞれ嵌合する。
【００３９】
　環状凸部（39）の外周側には、中圧室（19）が形成される。中圧室（19）は、可動側鏡
板（51）の背面側に形成される背圧室を構成する。
【００４０】
　環状凸部（39）の上面と、可動側鏡板（51）の背面との間には、シールリング（58）が
設けられる。シールリング（58）は、高圧室（18）と中圧室（19）とを密に仕切っている
。
【００４１】
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　〈固定スクロール〉
　固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の軸方向の一方側（上側）に配置されてい
る。固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の周壁部（34）に締結部材（例えばボル
ト）を介して固定される。
【００４２】
　図２及び図３に示すように、固定スクロール（40）は、固定側鏡板（41）と、固定側ラ
ップ（42）と、外周壁部（43）とを有する。固定側鏡板（41）は、概ね円形の板状に形成
されている。固定側ラップ（42）は、インボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される
。固定側ラップ（42）は、固定側鏡板（41）の前面（図２では下面）から突出している。
外周壁部（43）は、固定側ラップ（42）の外周側を囲むように形成され、固定側鏡板（41
）の前面から突出している。固定側ラップ（42）の先端面（図２では下面）と外周壁部（
43）の先端面とは略面一になっている。
【００４３】
　固定スクロール（40）の外周壁部（43）には、吸入ポート（図示を省略）が形成されて
いる。吸入ポートには、吸入管（12）の流出端が接続される。固定側鏡板（41）の中央部
には、固定側鏡板（41）を貫通する吐出口（44）が形成されている。
【００４４】
　〈可動スクロール〉
　可動スクロール（50）は、固定スクロール（40）とハウジング（31）の間に配置される
。可動スクロール（50）は、可動側鏡板（51）と、可動側ラップ（52）と、ボス部（53）
とを有する。
【００４５】
　可動側鏡板（51）は、概ね円形の板状に形成されている。可動側ラップ（52）は、イン
ボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される。可動側ラップ（52）は、可動側鏡板（51
）の前面（図２では上面）から突出している。本実施形態の圧縮機構（30）は、いわゆる
非対称渦巻き式で構成される。可動スクロール（50）の可動側ラップ（52）は、固定スク
ロール（40）の固定側ラップ（42）と噛み合わされている。ボス部（53）は、円筒状に形
成され、可動側鏡板（51）の背面（図２では下面）の中央部から下方に突出する。ボス部
（53）の内部には、駆動軸（25）の偏心軸（27）が内嵌する。
【００４６】
　図５に示すように、可動側鏡板（51）の背面には、一対の可動側キー溝（54）が形成さ
れる。可動側キー溝（54）は、各々が径方向に延びるとともに、可動側鏡板（51）の中心
を挟んで互いに対向するように配置される。各可動側キー溝（54）には、オルダムリング
（60）の可動側キー（62）がそれぞれ嵌合する。
【００４７】
　〈オルダムリング〉
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）のプレート本体（38）と、可動側鏡板（
51）との間に配置される。図４に示すように、オルダムリング（60）は、縦断面が矩形の
リング状に形成される。オルダムリング（60）の厚みは、全周に亘って略一定である。オ
ルダムリング（60）には、一対の固定側キー（61）と、一対の可動側キー（62）とが設け
られている。
【００４８】
　一対の固定側キー（61）は、オルダムリング（60）のハウジング（31）側（下側）に設
けられる。一対の固定側キー（61）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリング
（60）の下面に設けられる。一対の固定側キー（61）は、上述した一対の固定側キー溝（
図示省略）にそれぞれ嵌合する。一対の固定側キー（61）は、固定側キー溝の延びる方向
（径方向）に進退可能となる。
【００４９】
　一対の可動側キー（62）は、オルダムリング（60）の可動スクロール（50）側（上側）
に設けられる。一対の可動側キー（62）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリ
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ング（60）の上面に設けられる。一対の可動側キー（62）と、一対の固定側キー（61）と
は、互いに周方向に９０度ずれるように配置される。一対の可動側キー（62）は、上述し
た一対の可動側キー溝（54）にそれぞれ嵌合する。一対の可動側キー（62）は、可動側キ
ー溝（54）の延びる方向（径方向）に進退可能となる。
【００５０】
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）に対して、固定側キー溝に沿うように径
方向（第１方向）に進退する。可動スクロール（50）は、オルダムリング（60）に対して
、可動側キー溝（54）に沿うように、第１方向と直交する第２方向に進退する。このよう
なオルダムリング（60）の構成により、駆動軸（25）に駆動される可動スクロール（50）
は、駆動軸（25）の軸心を中心とする偏心回転運動が許容される一方、可動スクロール（
50）自体の回転（自転運動）が規制されている。
【００５１】
　〈インジェクション機構〉
　圧縮機構（30）には、圧縮室（56）の冷媒（厳密には、中間圧の冷媒）を、背圧室であ
る中圧室（19）へ導入するためのインジェクション機構が設けられる。図２及び図３に示
すように、インジェクション機構は、固定スクロール（40）に設けられる固定側通路（46
）と、可動スクロール（50）に設けられる可動側通路（55）とを含んでいる。
【００５２】
　固定側通路（46）は、固定スクロール（40）の外周壁部（43）の先端面（下面）に形成
される。つまり、固定側通路（46）は、可動側鏡板（51）に対するスラスト面（摺接面）
に形成された溝によって構成される。図３に示すように、固定側通路（46）は、平面視に
おいて鉤状ないし略Ｊ字状に形成される。固定側通路（46）の一端（流入端（46a））は
、外周壁部（43）の内周面に開口し、圧縮途中の圧縮室（56）に連通している。固定側通
路（46）の他端（流出端（46b））は、可動側鏡板（51）に面する位置にある。
【００５３】
　可動側通路（55）は、可動側鏡板（51）を軸方向に貫通している。可動側通路（55）の
通路断面は、円形状に形成されている。可動側通路（55）の流入端（上端）は、固定側通
路（46）と間欠的に連通するように構成される。可動側通路（55）の流出端（下端）は、
中圧室（19）と連通可能に構成される。図３及び図６に示すように、可動側通路（55）は
、可動スクロール（50）の偏心回転に伴い軌跡Ｐ上を変位する。これにより、可動側通路
（55）は、固定側通路（46）の流出端（46b）と連通する連通位置（例えば図６(Ａ)の位
置）と、固定側通路（46）の流出端（46b）から遮断される閉鎖位置（例えば図６(Ｂ)～(
Ｄ)の位置）との間を変位する。
【００５４】
　図２、図３、図５、図６(Ａ)に示すように、可動側通路（55）が連通位置にあると、固
定側通路（46）及び可動側通路（55）が連通する。可動側通路（55）は、詳細は後述する
油排出溝（70）（連通空間）を介して中圧室（19）と連通する。この結果、圧縮室（56）
の冷媒が中圧室（19）へ導入され、中圧室（19）が中間圧に保たれる。これにより、固定
側鏡板（41）に対して適切な押し付け力を得ることができる。図６(Ｂ）～図６(Ｄ)に示
すように、可動側通路（55）が閉鎖位置にあると、固定側通路（46）と可動側通路（55）
とが遮断される。従って、この状態では、圧縮室（56）の冷媒は中圧室（19）に導入され
ない。
【００５５】
　〈環状空間〉
　図２及び図５（図２のV-V線断面図）に示すように、可動側鏡板（51）とハウジング（3
1）との間には、環状空間（65）が形成される。具体的には、環状空間（65）は、可動側
鏡板（51）の外周面と、第１フレーム（32）の周壁部（34）の内周面との間に形成される
。環状空間（65）は、可動側鏡板（51）が旋回可能な空間を構成する。可動側鏡板（51）
の偏心角度位置に応じて、環状空間（65）の径方向の隙間が変化する。環状空間（65）で
は、可動側鏡板（51）が偏心する側の隙間（例えば図５の点a付近の隙間）が最も小さく
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なる。
【００５６】
　〈環状空間で生じる課題〉
　環状空間（65）には、例えば可動側鏡板（51）のスラスト面に供給される油の一部が流
出する。このため、環状空間（65）には油が存在する。従来においては、可動スクロール
（50）が偏心回転すると、可動側鏡板（51）の外周面によって環状空間（65）の油が押し
付けられるため、いわゆる油の攪拌損失が増大し、ひいては電動機の動力損失が増大する
という問題が生じた。
【００５７】
　〈連通空間（油排出溝）の構成〉
　本実施形態では、上記の課題を解決するために、可動側鏡板（51）に凹部である油排出
溝（70）を形成している。油排出溝（70）は、可動側通路（55）と環状空間（65）とを連
通させる連通空間を構成している。
【００５８】
　図２及び図５に示すように、油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の背面に形成される
。油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に向かって径方向
に延びている。つまり、油排出溝（70）は、可動側通路（55）と軸方向にオーバーラップ
する領域に形成される。油排出溝（70）の開放面（70a）（下側の面）のほとんどは、オ
ルダムリング（60）の上面に閉塞される（図２を参照）。オルダムリング（60）は、可動
スクロール（50）の自転防止機構と、油排出溝（70）を閉塞する閉塞部材とを兼用してい
る。オルダムリング（60）は、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を閉塞
していればよく、全部を閉塞してもよい。
【００５９】
　本実施形態の油排出溝（70）の内壁は、第１面（71）と、第２面（72）と、湾曲面（73
）とを含んでいる。第１面（71）は、可動スクロール（50）の偏心回転方向（図５の矢印
Ｒの方向）の前側寄りに形成される。第１面（71）は、可動側鏡板（51）の背面に対して
略垂直な平坦状に形成される。第１面（71）は、概ね直線状に延びている。第２面（72）
は、可動スクロール（50）の偏心回転方向の後側寄りに形成される。第２面（72）は、可
動側鏡板（51）の背面に対して略垂直な平坦状に形成される。第２面（72）は、概ね直線
状に延びている。湾曲面（73）は、可動側通路（55）より径方向内方寄りに形成され、第
１面（71）と第２面（72）とに連続している。湾曲面（73）は、可動側通路（55）の開口
端の周縁に沿うように円弧状に湾曲している。
【００６０】
　油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の平面視（軸直角視）において、略扇状に形成さ
れる。つまり、油排出溝（70）は、径方向外方に向かうにつれて周方向の幅（即ち、第１
面（71）と第２面（72）との間の間隔）が拡がるように構成される。
【００６１】
　油排出溝（70）は、第１連通部（C1）と第２連通部（C2）とを含んでいる。第１連通部
（C1）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心回転方向の前側に形成され
る空間である。第２連通部（C2）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心
回転方向の後側に形成される空間である。より厳密には、図５に示すように、可動側鏡板
（51）の平面視（軸直角視）において、可動側通路（55）の中心p1、及び可動側鏡板（51
）の軸心p2を通過する仮想平面を基準面Ｘとする。この場合、第１連通部（C1）は、基準
面Ｘと第１面（71）との間に形成される空間といえる。第２連通部（C2）は、基準面Ｘと
第２面（72）との間に形成される空間といえる。
【００６２】
　本実施形態の油排出溝（70）では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方
向の開口幅Ｗ１が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よ
りも大きい。また、本実施形態の油排出溝（70）では、基準面Ｘと第１面（71）のなす角
度αが、基準面Ｘと第２面（72）のなす角度βよりも大きい。
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【００６３】
　図２に示すように、油排出溝（70）の高さは、可動側鏡板（51）の厚みの約半分、ある
いは該厚みの約半分よりもやや大きい。　
【００６４】
　－連通空間の作用－
　圧縮機（10）の運転時には、可動側鏡板（51）が環状空間（65）において偏心回転する
。偏心回転運動を行う可動側鏡板（51）の外周面が、環状空間（65）に存在する油を押し
付けると、環状空間（65）の油が油排出溝（70）に導入される。
【００６５】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５に示す位置にあるときには、可動側通路（55）が固定
側通路（46）の流出端（46b）とオーバーラップする。このため、油排出溝（70）に流入
した油は、連通位置にある可動側通路（55）に流入し、固定側通路（46）を逆流して圧縮
室（56）に導入される。これにより、環状空間（65）の内圧を速やかに低下させることが
できる。また、圧縮室（56）内の摺動部へ潤滑油を戻すことができ、潤滑不良を抑制でき
る。
【００６６】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５の位置にあるときには、環状空間（65）のうち、可動
側通路（55）から径方向外方の延長線上にある箇所の隙間（図５の点ａ付近の隙間）が狭
くなり、点ａ付近の油圧が高くなる。このため、点ａ付近の油圧を利用して、該油を油排
出溝（70）に導入できるとともに、点ａ付近の油圧の上昇を抑制できる。
【００６７】
　厳密には、可動側鏡板（51）が偏心回転運動を行う際には、環状空間（65）のうち偏心
回転方向よりもやや前側の油が、可動側鏡板（51）によって押し付けられる。このため、
図５では、点ａよりもやや前側の箇所（例えば図５に示す点ｂ付近の箇所）の油圧が更に
上昇し易くなる。
【００６８】
　これに対し、本実施形態では、可動側通路（55）に対して偏心回転方向の前側に第１連
通部（C1）を形成している。加えて、第１連通部（C1）の開口幅Ｗ１は、第２連通部（C2
）の開口幅Ｗ２よりも大きい。このため、点ｂ付近の油圧を利用して、この油を油排出溝
（70）に確実に導入できるとともに、油圧の上昇を抑制できる。
【００６９】
　このような高圧の油の導入（油導入動作）は、少なくとも、可動側通路（55）と固定側
通路（46）との連通が開始したタイミングで行われる。その後、可動側通路（55）と固定
側通路（46）とが継続して連通する状態で油排出溝（70）の内圧が低下すると、圧縮室（
56）の冷媒が、固定側通路（46）及び可動側通路（55）を順方向に流れ、この冷媒が中圧
室（19）へ供給される。つまり、可動側通路（55）と固定側通路（46）とが連通すると、
まず、油導入動作が行われ、その後に冷媒を中圧室（19）に導入するインジェクション動
作が行われる。
【００７０】
　－実施形態の効果－
　上記実施形態では、可動スクロール（50）の可動側鏡板（51）には、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させる油排出溝（70）（連通空間）が形成される。
【００７１】
　これにより、環状空間（65）の油を油排出溝（70）及び可動側通路（55）を介して圧縮
室（56）へ送ることができ、環状空間（65）の油を減らすことができる。この結果、油の
攪拌損失の増大を抑制でき、ひいては動力損失の増大を抑制できる。
【００７２】
　環状空間（65）は、油排出溝（70）と連通するため、環状空間（65）の実質的な容積が
拡大する。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７３】
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　環状空間（65）は、油排出溝（70）を介して中圧室（19）と連通するため、環状空間（
65）の実質的な容積が拡大する。また、環状空間（65）の油を中圧室（19）に逃がすこと
も可能である。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７４】
　油排出溝（70）に導入された油は、可動側通路（55）及び固定側通路（46）を介して圧
縮室（56）へ供給される。このため、環状空間（65）の油を圧縮室（56）内の摺動部の潤
滑及び隙間のシールに利用できる。
【００７５】
　可動側通路（55）及び固定側通路（46）は、油を排出するための通路と、インジェクシ
ョン機構の通路を兼用する。このため、圧縮機構（30）の構造や加工が複雑になることを
抑制できる。
【００７６】
　上記実施形態の連通空間は、可動側鏡板（51）の背面に形成される凹部（油排出溝（70
））によって構成される。可動側鏡板（51）の内部に穴を開ける場合、可動側鏡板（51）
が厚くなり、圧縮機構（30）が軸方向に大型化されたり、圧縮機構（30）の動力が増大し
たりする。これに対し、可動側鏡板（51）の背面に凹部である油排出溝（70）を形成すれ
ば、可動側鏡板（51）が厚くなることを回避できる。加工も容易である。
【００７７】
　上記実施形態では、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐオルダム
リング（閉塞部材（60））を備えている（図２を参照）。これにより、油排出溝（70）に
導入された油を確実に可動側通路（55）へ送ることができる。オルダムリング（60）は、
自転防止機構と閉塞部材とを兼用するため、部品点数が増えることもない。
【００７８】
　上記実施形態では、油排出溝（70）が、径方向に延びて可動側通路（55）と連通する（
図５を参照）。このため、油排出溝（70）の長さを最小限に抑えつつ、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させることができる。環状空間（65）のうち最も小さくなった
隙間（図５の点ａ付近）の油を確実に可動側通路（55）へ導くことができる。加工も容易
である。
【００７９】
　上記実施形態では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１
が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きい。こ
れにより、可動側通路（55）（厳密には、基準面Ｘ）よりも前側の隙間（図５の点ｂ付近
）の油圧を利用して、該油を油排出溝（70）に確実に導入できる。
【００８０】
　上記実施形態では、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である。これに
より、油排出溝（70）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなるため、環状空間（
65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００８１】
　－実施形態の変形例－
　上記実施形態では、以下のような変形例の構成としてもよい。
【００８２】
　〈変形例１〉
　図７に示す変形例１は、上記実施形態の可動側鏡板（51）の外周面において、油排出溝
（70）に連通する溝（拡大溝（75））を形成している。変形例１の拡大溝（75）は、可動
側鏡板（51）の背面の外周縁部に沿うように周方向に延びている。変形例１の拡大溝（75
）は、可動側鏡板（51）の全周に亘って形成される。
【００８３】
　変形例１では、環状空間（65）の油を拡大溝（75）に捕捉しながら、この油を油排出溝
（70）に導入できる。この結果、環状空間（65）の油量を低減できる。また、拡大溝（75
）によって環状空間（65）の実質的な容積が拡大されるため、環状空間（65）の油圧を低
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減できる。
【００８４】
　〈変形例２〉
　図８に示す変形例２の拡大溝（75）は、可動側鏡板（51）の全周のうちの一部に亘って
形成される。具体的に、変形例２の拡大溝（75）は、油排出溝（70）から偏心回転方向の
前方に延びる前側溝部（75a）と、油排出溝（70）から偏心回転方向の後方に延びる後側
溝部（75b）とを含んでいる。前側溝部（75a）の周方向の長さは、後側溝部（75b）の周
方向の長さよりも大きい。
【００８５】
　変形例２では、環状空間（65）のうち、可動側通路（55）の前側（厳密には、基準面Ｘ
の前側）の隙間の油圧を利用して、この油を前側溝部（75a）に導入できる。
【００８６】
　〈変形例３〉
　図９に示す変形例３の連通空間は、可動側鏡板（51）の内部に形成される油排出穴（76
）で構成される。油排出穴（76）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に
向かって径方向に延びる横長の通路を構成している。変形例３のインジェクション機構は
、油排出穴（76）と中圧室（19）とを連通させる中継路（77）（縦穴）を含む。つまり、
可動側通路（55）は、油排出穴（76）及び中継路（77）を介して中圧室（19）と連通する
。
【００８７】
　インジェクション動作では、圧縮室（56）の冷媒が固定側通路（46）、可動側通路（55
）、油排出穴（76）、及び中継路（77）を順に流れた後、中圧室（19）へ導入される。油
導入動作では、環状空間（65）の油が、油排出穴（76）、可動側通路（55）、固定側通路
（46）を介して圧縮室（56）へ導入される。
【００８８】
　変形例３の可動側鏡板（51）の外周面に、油排出穴（76）と連通するように拡大溝（75
）を形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例１と同様、可動側鏡板（51）の全周に亘っ
て形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例２と同様、可動側鏡板（51）の全周の一部に
形成してもよい。この場合、変形例２と同様、前側溝部（75a）の周方向の長さを、後側
溝部（75b）の周方向の長さよりも大きくするのが好ましい。
【００８９】
　《その他の実施形態》
　連通空間（70,76）は、環状空間（65）と可動側通路（55）とを連通させるものであれ
ば、如何なる形状であってもよく、必ずしも径方向に延びていなくてもよい。
【００９０】
　背圧室（19）は、中間圧力の中圧室でなくてもよく、例えば高圧圧力の冷媒が導入され
る高圧室であってもよい。
【００９１】
　オルダムリング（60）以外の他の部品を閉塞部材としてもよい。
【００９２】
　以上の実施形態や変形例は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あ
るいはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。以上、実施形態および変
形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱することなく、形態や詳細
の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上の実施形態および変形例は
、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり、置換したりしてもよい。
以上に述べた「第１」、「第２」、「第３」…という記載は、これらの記載が付与された
語句を区別するために用いられており、その語句の数や順序までも限定するものではない
。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
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　以上説明したように、本開示は、スクロール圧縮機について有用である。
【符号の説明】
【００９４】
１０　　スクロール圧縮機
１９　　　背圧室
３０　　　圧縮機構
４０　　　固定スクロール
５０　　　可動スクロール
５１　　　可動側鏡板（鏡板）
５５　　　可動側通路
５６　　　圧縮室
６０　　　オルダムリング（オルダム継手、閉塞部材）
６５　　　環状空間
７０　　　凹部
７０ａ　　開放面
７５　　　拡大溝（溝）
７６　　　連通空間
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール（40,50）の間
に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びてい
ることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項６】
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　請求項１乃至５のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）が、前記可動側通路（55）と前記圧縮室（56）とを連通させ
る偏心角度位置にあるときに、前記連通空間（70,76）と前記環状空間（65）の内周面と
が最も接近することを特徴とするスクロール圧縮機。
【手続補正書】
【提出日】令和1年9月27日(2019.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、スクロール圧縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、スクロール圧縮機が開示されている。スクロール圧縮機では、駆動軸
によって可動スクロールが駆動されることで、固定スクロールに対して可動スクロールが
偏心回転する。これにより、固定スクロール及び可動スクロールの各ラップの間の圧縮室
で冷媒が圧縮される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１０５６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載のスクロール圧縮機では、可動スクロールの鏡板の外周側は、該鏡板
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が旋回可能な環状空間が形成される。環状空間には、圧縮機構の各摺動部へ供給される潤
滑油（油）が存在する。このため、可動スクロールの旋回運動（偏心回転運動）に伴い環
状空間の油が鏡板外周面によって押し付けられると、油の攪拌損失が増大し、電動機の動
力損失が増大するという問題があった。
【０００５】
　本開示の目的は、環状空間における可動スクロールの鏡板の偏心回転運動に起因して、
動力損失が増大することを抑制することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様は、可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール
（40,50）の間に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）がされ、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記固定スクロール（40）には、前記圧縮室（56）と連通する固定側通路（46）が形成
され、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記固
定側通路（46）を介して前記圧縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可
動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機である。
【０００７】
　第１の態様では、可動スクロール（50）が偏心回転運動すると、環状空間（65）の油が
連通空間（70,76）へ流入する。連通空間（70,76）の油は、可動側通路（55）を経由して
圧縮室（56）へ流出する。この結果、環状空間（65）の油を排出でき、油の攪拌損失を抑
制できる。
【０００８】
　第２の態様は、可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール
（40,50）の間に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成され、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機である。
【０００９】
　環状空間（65）では、可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側の箇所の油圧が
上昇し易い。第２の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応する第
１連通部（C1）の開口幅Ｗ１が、それよりも後方側の第２連通部（C2）の開口幅Ｗ２より
も大きい。これにより、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65）の油を可動側通路（
55）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制できる。
【００１０】
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　第３の態様は、第１又は第２の態様において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１１】
　第３の態様では、可動スクロール（50）の背面に凹部（70）を形成することで、環状空
間（65）と可動側通路（55）とを連通できる。可動スクロール（50）の内部に穴を開ける
構成と比較して、鏡板（51）の薄型化を図ることができる。
【００１２】
　第４の態様は、第３の態様において、
　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１３】
　第４の態様では、凹部（70）の開放面（70a）を閉塞部材（60）で覆うことで、環状空
間（65）の油を可動側通路（55）に導き易くなる。
【００１４】
　第５の態様は、第４の態様において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機である
。
【００１５】
　第５の態様では、オルダム継手（60）が、可動スクロール（50）の自転を規制する部材
と、凹部（70）の開放面を閉塞する閉塞部材とを兼用する。
【００１６】
　第６の態様は、第１乃至第５の態様のいずれか１つにおいて、前記連通空間（70,76）
は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びていることを特徴とするスクロ
ール圧縮機である。
【００１７】
　第６の態様では、連通空間（70,76）が径方向に延びるため、可動側通路（55）と環状
空間（65）とを最短距離で繋ぐことができる。
【００１８】
　第７の態様は、第１乃至６の態様のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００１９】
　第７の態様では、連通空間（70,76）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなる
ため、環状空間（65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００２０】
　第８の態様は、第１乃至７の態様のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
である。
【００２１】
　第８の態様では、環状空間（65）の油を溝（75）に捕捉しながら、溝（75）内の油を連
通空間（70,76）へ導くことができる。
【００２２】
　第９の態様は、第８の態様において、
　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機である。
【００２３】
　第９の態様では、環状空間（65）のうち油圧が上昇し易い箇所に対応するように、偏心
回転方向の前側に溝（75）が延びる。従って、この箇所の油圧を利用して、環状空間（65
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）の油を溝（75）へ十分に導入できるとともに、この箇所における油圧の上昇を抑制でき
る。
【００２４】
　第１０の態様は、第１乃至第９のいずれか１つの態様において、
　前記可動スクロール（50）が、前記可動側通路（55）と前記圧縮室（56）とを連通させ
る偏心角度位置にあるときに、前記連通空間（70,76）と前記環状空間（65）の内周面と
が最も接近することを特徴とするスクロール圧縮機である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、実施形態に係る圧縮機の全体構成を示す縦断面図である。
【図２】図２は、圧縮機構の要部を拡大した縦断面図である。
【図３】図３は、圧縮機構の要部の横断面図（軸直角断面図）である。
【図４】図４は、オルダムリングの上面図である。
【図５】図５は、図２のV-V線断面図である。
【図６】図６は、可動スクロールの偏心回転運動に伴う可動側通路の位置の変化を模式的
に示した構成図である。
【図７】図７は、変形例１に係る図５に相当する図である。
【図８】図８は、変形例２に係る図５に相当する図である。
【図９】図９は、変形例３に係る図２に相当する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　《実施形態》
　本実施形態のスクロール圧縮機（以下、圧縮機（10）という）について図面を参照しな
がら詳細に説明する。圧縮機（10）は、例えば冷媒回路に接続され、冷媒回路の冷媒（流
体）を圧縮する。冷媒回路では、圧縮機（10）で圧縮された冷媒（流体）が凝縮器で凝縮
し、減圧機構で減圧され、蒸発器で蒸発した後、圧縮機（10）に吸入される冷凍サイクル
が行われる。圧縮機（10）は、ケーシング（11）と、該ケーシング（11）に収容される電
動機（20）、駆動軸（25）、及び圧縮機構（30）とを備えている。
【００２７】
　〈ケーシング〉
　ケーシング（11）は、軸方向の両端が閉塞された縦長の円筒状に形成される。ケーシン
グ（11）は、高圧の冷媒が満たされる密閉容器である。ケーシング（11）の上部には、吸
入管（12）が接続される。ケーシング（11）の胴部には、吐出管（13）が接続される。ケ
ーシング（11）の底部には、油（潤滑油）が貯留される油溜まり部（14）が形成される。
【００２８】
　〈電動機〉
　電動機（20）は、ケーシング（11）の軸方向の中間部に配置される。電動機（20）は、
固定子（21）と、回転子（22）とを有している。固定子（21）及び回転子（22）は、円筒
状に形成される。固定子（21）は、ケーシング（11）の内周面に固定される。回転子（22
）は、固定子（21）の内部に回転可能に挿通される。回転子（22）の内周面には、駆動軸
（25）が固定される。
【００２９】
　〈駆動軸〉
　駆動軸（25）は、ケーシング（11）の内部を上下（軸方向）に延びている。駆動軸（25
）は、下部軸受け（15）と、上部軸受け（16）とによって回転可能に支持される。下部軸
受け（15）は、電動機（20）の下側に設けられる。上部軸受け（16）は、ハウジング（31
）の膨出部（35）の中心部に設けられる。駆動軸（25）は、主軸（26）と偏心軸（27）と
を有する。
【００３０】
　主軸（26）は、電動機（20）を貫通するようにケーシング（11）の軸方向に延びている
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。主軸（26）の下端部には、油ポンプ（28）（油搬送機構）が設けられる。油ポンプ（28
）は、油溜まり部（14）の油を汲み上げる。油ポンプ（28）で汲み上げられた油は、駆動
軸（25）の内部の給油通路（26a）を流れ、軸受けや圧縮機構（30）の各摺動部に供給さ
れる。
【００３１】
　偏心軸（27）は、主軸（26）の上端から上方に突出している。偏心軸（27）の軸心は、
主軸（26）の軸心から所定距離だけ偏心している。偏心軸（27）の外径は、主軸（26）の
外径よりも小さい。主軸（26）の上端の周囲には、カウンタウェイト部（29）が設けられ
る。カウンタウェイト部（29）は、駆動軸（25）の回転時の動的バランスをとるように構
成されている。
【００３２】
　〈圧縮機構〉
　圧縮機構（30）は、電動機（20）によって駆動されることで冷媒を圧縮する。圧縮機構
（30）では、互いに歯合する固定スクロール（40）及び可動スクロール（50）の間に圧縮
室（56）が形成される。圧縮室（56）では、吸入管（12）から吸入された低圧の冷媒が、
徐々に圧縮される。圧縮された冷媒は、吐出口（44）から吐出される。吐出口（44）を流
出した冷媒は、ハウジング（31）の下側の空間に送られた後、吐出管（13）からケーシン
グ（11）の外部へ吐出される。図１及び図２に示すように、圧縮機構（30）は、ハウジン
グ（31）、固定スクロール（40）、可動スクロール（50）、及びオルダムリング（60）（
オルダム継手）を備えている。
【００３３】
　〈ハウジング〉
　ハウジング（31）は、ケーシング（11）の内周面に固定される第１フレーム（32）と、
第１フレーム（32）の上側に設けられる第２フレーム（37）とを有する（図１を参照）。
第１フレーム（32）は、駆動軸（25）が貫通する略円筒状に構成される。第１フレーム（
32）は、基部（33）、周壁部（34）、及び膨出部（35）を有する。
【００３４】
　基部（33）は、カウンタウェイト部（29）の周囲に配置される。基部（33）は、肉厚の
筒状に形成される。基部（33）の外周面は、ケーシング（11）の内周面に固定される。基
部（33）の内側には、カウンタウェイト部（29）が収容される円柱状の収容空間（17）が
形成される。
【００３５】
　周壁部（34）は、基部（33）の外周縁部から上方に突出している。周壁部（34）は、基
部（33）よりも薄肉の筒状に形成される。周壁部（34）の外周面は、ケーシング（11）の
内周面に固定される。周壁部（34）の内部には、第２フレーム（37）が内嵌するフレーム
凹部（36）が形成される。
【００３６】
　膨出部（35）は、基部（33）の内周縁部から下方に膨出する略筒状に形成される。膨出
部（35）の内部には、上述した上部軸受け（16）（例えば軸受けメタル）が設けられる。
【００３７】
　第２フレーム（37）は、上下に扁平な略環状のプレートで構成される。第２フレーム（
37）は、フレーム凹部（36）に嵌合するように、第１フレーム（32）の基部（33）に支持
される。第２フレーム（37）の内側には、可動スクロール（50）のボス部（53）が旋回可
能な空間（高圧室（18））が形成される。高圧室（18）は、可動側鏡板（51）の背面側の
中心寄りに形成される。高圧室（18）には、油溜まり部（14）の高圧の油が供給される。
つまり、高圧室（18）の圧力は、圧縮機構（30）の吐出圧力に相当する。
【００３８】
　図２に示すように、第２フレーム（37）は、円板状のプレート本体（38）と、プレート
本体（38）の内周縁部から上方に突出する環状凸部（39）とを有している。プレート本体
（38）の上面には、一対の固定側キー溝（不図示）が形成される。固定側キー溝は、各々
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が径方向に延びるとともに、プレート本体（38）の中心を挟んで互いに対向するように配
置される。各固定側キー溝には、オルダムリング（60）の固定側キー（61）（図４を参照
）がそれぞれ嵌合する。
【００３９】
　環状凸部（39）の外周側には、中圧室（19）が形成される。中圧室（19）は、可動側鏡
板（51）の背面側に形成される背圧室を構成する。
【００４０】
　環状凸部（39）の上面と、可動側鏡板（51）の背面との間には、シールリング（58）が
設けられる。シールリング（58）は、高圧室（18）と中圧室（19）とを密に仕切っている
。
【００４１】
　〈固定スクロール〉
　固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の軸方向の一方側（上側）に配置されてい
る。固定スクロール（40）は、ハウジング（31）の周壁部（34）に締結部材（例えばボル
ト）を介して固定される。
【００４２】
　図２及び図３に示すように、固定スクロール（40）は、固定側鏡板（41）と、固定側ラ
ップ（42）と、外周壁部（43）とを有する。固定側鏡板（41）は、概ね円形の板状に形成
されている。固定側ラップ（42）は、インボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される
。固定側ラップ（42）は、固定側鏡板（41）の前面（図２では下面）から突出している。
外周壁部（43）は、固定側ラップ（42）の外周側を囲むように形成され、固定側鏡板（41
）の前面から突出している。固定側ラップ（42）の先端面（図２では下面）と外周壁部（
43）の先端面とは略面一になっている。
【００４３】
　固定スクロール（40）の外周壁部（43）には、吸入ポート（図示を省略）が形成されて
いる。吸入ポートには、吸入管（12）の流出端が接続される。固定側鏡板（41）の中央部
には、固定側鏡板（41）を貫通する吐出口（44）が形成されている。
【００４４】
　〈可動スクロール〉
　可動スクロール（50）は、固定スクロール（40）とハウジング（31）の間に配置される
。可動スクロール（50）は、可動側鏡板（51）と、可動側ラップ（52）と、ボス部（53）
とを有する。
【００４５】
　可動側鏡板（51）は、概ね円形の板状に形成されている。可動側ラップ（52）は、イン
ボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成される。可動側ラップ（52）は、可動側鏡板（51
）の前面（図２では上面）から突出している。本実施形態の圧縮機構（30）は、いわゆる
非対称渦巻き式で構成される。可動スクロール（50）の可動側ラップ（52）は、固定スク
ロール（40）の固定側ラップ（42）と噛み合わされている。ボス部（53）は、円筒状に形
成され、可動側鏡板（51）の背面（図２では下面）の中央部から下方に突出する。ボス部
（53）の内部には、駆動軸（25）の偏心軸（27）が内嵌する。
【００４６】
　図５に示すように、可動側鏡板（51）の背面には、一対の可動側キー溝（54）が形成さ
れる。可動側キー溝（54）は、各々が径方向に延びるとともに、可動側鏡板（51）の中心
を挟んで互いに対向するように配置される。各可動側キー溝（54）には、オルダムリング
（60）の可動側キー（62）がそれぞれ嵌合する。
【００４７】
　〈オルダムリング〉
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）のプレート本体（38）と、可動側鏡板（
51）との間に配置される。図４に示すように、オルダムリング（60）は、縦断面が矩形の
リング状に形成される。オルダムリング（60）の厚みは、全周に亘って略一定である。オ
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ルダムリング（60）には、一対の固定側キー（61）と、一対の可動側キー（62）とが設け
られている。
【００４８】
　一対の固定側キー（61）は、オルダムリング（60）のハウジング（31）側（下側）に設
けられる。一対の固定側キー（61）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリング
（60）の下面に設けられる。一対の固定側キー（61）は、上述した一対の固定側キー溝（
図示省略）にそれぞれ嵌合する。一対の固定側キー（61）は、固定側キー溝の延びる方向
（径方向）に進退可能となる。
【００４９】
　一対の可動側キー（62）は、オルダムリング（60）の可動スクロール（50）側（上側）
に設けられる。一対の可動側キー（62）は、径方向に互いに対向するように、オルダムリ
ング（60）の上面に設けられる。一対の可動側キー（62）と、一対の固定側キー（61）と
は、互いに周方向に９０度ずれるように配置される。一対の可動側キー（62）は、上述し
た一対の可動側キー溝（54）にそれぞれ嵌合する。一対の可動側キー（62）は、可動側キ
ー溝（54）の延びる方向（径方向）に進退可能となる。
【００５０】
　オルダムリング（60）は、第２フレーム（37）に対して、固定側キー溝に沿うように径
方向（第１方向）に進退する。可動スクロール（50）は、オルダムリング（60）に対して
、可動側キー溝（54）に沿うように、第１方向と直交する第２方向に進退する。このよう
なオルダムリング（60）の構成により、駆動軸（25）に駆動される可動スクロール（50）
は、駆動軸（25）の軸心を中心とする偏心回転運動が許容される一方、可動スクロール（
50）自体の回転（自転運動）が規制されている。
【００５１】
　〈インジェクション機構〉
　圧縮機構（30）には、圧縮室（56）の冷媒（厳密には、中間圧の冷媒）を、背圧室であ
る中圧室（19）へ導入するためのインジェクション機構が設けられる。図２及び図３に示
すように、インジェクション機構は、固定スクロール（40）に設けられる固定側通路（46
）と、可動スクロール（50）に設けられる可動側通路（55）とを含んでいる。
【００５２】
　固定側通路（46）は、固定スクロール（40）の外周壁部（43）の先端面（下面）に形成
される。つまり、固定側通路（46）は、可動側鏡板（51）に対するスラスト面（摺接面）
に形成された溝によって構成される。図３に示すように、固定側通路（46）は、平面視に
おいて鉤状ないし略Ｊ字状に形成される。固定側通路（46）の一端（流入端（46a））は
、外周壁部（43）の内周面に開口し、圧縮途中の圧縮室（56）に連通している。固定側通
路（46）の他端（流出端（46b））は、可動側鏡板（51）に面する位置にある。
【００５３】
　可動側通路（55）は、可動側鏡板（51）を軸方向に貫通している。可動側通路（55）の
通路断面は、円形状に形成されている。可動側通路（55）の流入端（上端）は、固定側通
路（46）と間欠的に連通するように構成される。可動側通路（55）の流出端（下端）は、
中圧室（19）と連通可能に構成される。図３及び図６に示すように、可動側通路（55）は
、可動スクロール（50）の偏心回転に伴い軌跡Ｐ上を変位する。これにより、可動側通路
（55）は、固定側通路（46）の流出端（46b）と連通する連通位置（例えば図６(Ａ)の位
置）と、固定側通路（46）の流出端（46b）から遮断される閉鎖位置（例えば図６(Ｂ)～(
Ｄ)の位置）との間を変位する。
【００５４】
　図２、図３、図５、図６(Ａ)に示すように、可動側通路（55）が連通位置にあると、固
定側通路（46）及び可動側通路（55）が連通する。可動側通路（55）は、詳細は後述する
油排出溝（70）（連通空間）を介して中圧室（19）と連通する。この結果、圧縮室（56）
の冷媒が中圧室（19）へ導入され、中圧室（19）が中間圧に保たれる。これにより、固定
側鏡板（41）に対して適切な押し付け力を得ることができる。図６(Ｂ）～図６(Ｄ)に示



(35) JP 2020-7933 A 2020.1.16

すように、可動側通路（55）が閉鎖位置にあると、固定側通路（46）と可動側通路（55）
とが遮断される。従って、この状態では、圧縮室（56）の冷媒は中圧室（19）に導入され
ない。
【００５５】
　〈環状空間〉
　図２及び図５（図２のV-V線断面図）に示すように、可動側鏡板（51）とハウジング（3
1）との間には、環状空間（65）が形成される。具体的には、環状空間（65）は、可動側
鏡板（51）の外周面と、第１フレーム（32）の周壁部（34）の内周面との間に形成される
。環状空間（65）は、可動側鏡板（51）が旋回可能な空間を構成する。可動側鏡板（51）
の偏心角度位置に応じて、環状空間（65）の径方向の隙間が変化する。環状空間（65）で
は、可動側鏡板（51）が偏心する側の隙間（例えば図５の点a付近の隙間）が最も小さく
なる。
【００５６】
　〈環状空間で生じる課題〉
　環状空間（65）には、例えば可動側鏡板（51）のスラスト面に供給される油の一部が流
出する。このため、環状空間（65）には油が存在する。従来においては、可動スクロール
（50）が偏心回転すると、可動側鏡板（51）の外周面によって環状空間（65）の油が押し
付けられるため、いわゆる油の攪拌損失が増大し、ひいては電動機の動力損失が増大する
という問題が生じた。
【００５７】
　〈連通空間（油排出溝）の構成〉
　本実施形態では、上記の課題を解決するために、可動側鏡板（51）に凹部である油排出
溝（70）を形成している。油排出溝（70）は、可動側通路（55）と環状空間（65）とを連
通させる連通空間を構成している。
【００５８】
　図２及び図５に示すように、油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の背面に形成される
。油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に向かって径方向
に延びている。つまり、油排出溝（70）は、可動側通路（55）と軸方向にオーバーラップ
する領域に形成される。油排出溝（70）の開放面（70a）（下側の面）のほとんどは、オ
ルダムリング（60）の上面に閉塞される（図２を参照）。オルダムリング（60）は、可動
スクロール（50）の自転防止機構と、油排出溝（70）を閉塞する閉塞部材とを兼用してい
る。オルダムリング（60）は、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を閉塞
していればよく、全部を閉塞してもよい。
【００５９】
　本実施形態の油排出溝（70）の内壁は、第１面（71）と、第２面（72）と、湾曲面（73
）とを含んでいる。第１面（71）は、可動スクロール（50）の偏心回転方向（図５の矢印
Ｒの方向）の前側寄りに形成される。第１面（71）は、可動側鏡板（51）の背面に対して
略垂直な平坦状に形成される。第１面（71）は、概ね直線状に延びている。第２面（72）
は、可動スクロール（50）の偏心回転方向の後側寄りに形成される。第２面（72）は、可
動側鏡板（51）の背面に対して略垂直な平坦状に形成される。第２面（72）は、概ね直線
状に延びている。湾曲面（73）は、可動側通路（55）より径方向内方寄りに形成され、第
１面（71）と第２面（72）とに連続している。湾曲面（73）は、可動側通路（55）の開口
端の周縁に沿うように円弧状に湾曲している。
【００６０】
　油排出溝（70）は、可動側鏡板（51）の平面視（軸直角視）において、略扇状に形成さ
れる。つまり、油排出溝（70）は、径方向外方に向かうにつれて周方向の幅（即ち、第１
面（71）と第２面（72）との間の間隔）が拡がるように構成される。
【００６１】
　油排出溝（70）は、第１連通部（C1）と第２連通部（C2）とを含んでいる。第１連通部
（C1）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心回転方向の前側に形成され
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る空間である。第２連通部（C2）は、油排出溝（70）のうち可動側通路（55）よりも偏心
回転方向の後側に形成される空間である。より厳密には、図５に示すように、可動側鏡板
（51）の平面視（軸直角視）において、可動側通路（55）の中心p1、及び可動側鏡板（51
）の軸心p2を通過する仮想平面を基準面Ｘとする。この場合、第１連通部（C1）は、基準
面Ｘと第１面（71）との間に形成される空間といえる。第２連通部（C2）は、基準面Ｘと
第２面（72）との間に形成される空間といえる。
【００６２】
　本実施形態の油排出溝（70）では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方
向の開口幅Ｗ１が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よ
りも大きい。また、本実施形態の油排出溝（70）では、基準面Ｘと第１面（71）のなす角
度αが、基準面Ｘと第２面（72）のなす角度βよりも大きい。
【００６３】
　図２に示すように、油排出溝（70）の高さは、可動側鏡板（51）の厚みの約半分、ある
いは該厚みの約半分よりもやや大きい。　
【００６４】
　－連通空間の作用－
　圧縮機（10）の運転時には、可動側鏡板（51）が環状空間（65）において偏心回転する
。偏心回転運動を行う可動側鏡板（51）の外周面が、環状空間（65）に存在する油を押し
付けると、環状空間（65）の油が油排出溝（70）に導入される。
【００６５】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５に示す位置にあるときには、可動側通路（55）が固定
側通路（46）の流出端（46b）とオーバーラップする。このため、油排出溝（70）に流入
した油は、連通位置にある可動側通路（55）に流入し、固定側通路（46）を逆流して圧縮
室（56）に導入される。これにより、環状空間（65）の内圧を速やかに低下させることが
できる。また、圧縮室（56）内の摺動部へ潤滑油を戻すことができ、潤滑不良を抑制でき
る。
【００６６】
　可動側鏡板（51）が図２及び図５の位置にあるときには、環状空間（65）のうち、可動
側通路（55）から径方向外方の延長線上にある箇所の隙間（図５の点ａ付近の隙間）が狭
くなり、点ａ付近の油圧が高くなる。このため、点ａ付近の油圧を利用して、該油を油排
出溝（70）に導入できるとともに、点ａ付近の油圧の上昇を抑制できる。
【００６７】
　厳密には、可動側鏡板（51）が偏心回転運動を行う際には、環状空間（65）のうち偏心
回転方向よりもやや前側の油が、可動側鏡板（51）によって押し付けられる。このため、
図５では、点ａよりもやや前側の箇所（例えば図５に示す点ｂ付近の箇所）の油圧が更に
上昇し易くなる。
【００６８】
　これに対し、本実施形態では、可動側通路（55）に対して偏心回転方向の前側に第１連
通部（C1）を形成している。加えて、第１連通部（C1）の開口幅Ｗ１は、第２連通部（C2
）の開口幅Ｗ２よりも大きい。このため、点ｂ付近の油圧を利用して、この油を油排出溝
（70）に確実に導入できるとともに、油圧の上昇を抑制できる。
【００６９】
　このような高圧の油の導入（油導入動作）は、少なくとも、可動側通路（55）と固定側
通路（46）との連通が開始したタイミングで行われる。その後、可動側通路（55）と固定
側通路（46）とが継続して連通する状態で油排出溝（70）の内圧が低下すると、圧縮室（
56）の冷媒が、固定側通路（46）及び可動側通路（55）を順方向に流れ、この冷媒が中圧
室（19）へ供給される。つまり、可動側通路（55）と固定側通路（46）とが連通すると、
まず、油導入動作が行われ、その後に冷媒を中圧室（19）に導入するインジェクション動
作が行われる。
【００７０】
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　－実施形態の効果－
　上記実施形態では、可動スクロール（50）の可動側鏡板（51）には、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させる油排出溝（70）（連通空間）が形成される。
【００７１】
　これにより、環状空間（65）の油を油排出溝（70）及び可動側通路（55）を介して圧縮
室（56）へ送ることができ、環状空間（65）の油を減らすことができる。この結果、油の
攪拌損失の増大を抑制でき、ひいては動力損失の増大を抑制できる。
【００７２】
　環状空間（65）は、油排出溝（70）と連通するため、環状空間（65）の実質的な容積が
拡大する。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７３】
　環状空間（65）は、油排出溝（70）を介して中圧室（19）と連通するため、環状空間（
65）の実質的な容積が拡大する。また、環状空間（65）の油を中圧室（19）に逃がすこと
も可能である。これにより、環状空間（65）の油圧を低減できる。
【００７４】
　油排出溝（70）に導入された油は、可動側通路（55）及び固定側通路（46）を介して圧
縮室（56）へ供給される。このため、環状空間（65）の油を圧縮室（56）内の摺動部の潤
滑及び隙間のシールに利用できる。
【００７５】
　可動側通路（55）及び固定側通路（46）は、油を排出するための通路と、インジェクシ
ョン機構の通路を兼用する。このため、圧縮機構（30）の構造や加工が複雑になることを
抑制できる。
【００７６】
　上記実施形態の連通空間は、可動側鏡板（51）の背面に形成される凹部（油排出溝（70
））によって構成される。可動側鏡板（51）の内部に穴を開ける場合、可動側鏡板（51）
が厚くなり、圧縮機構（30）が軸方向に大型化されたり、圧縮機構（30）の動力が増大し
たりする。これに対し、可動側鏡板（51）の背面に凹部である油排出溝（70）を形成すれ
ば、可動側鏡板（51）が厚くなることを回避できる。加工も容易である。
【００７７】
　上記実施形態では、油排出溝（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐオルダム
リング（閉塞部材（60））を備えている（図２を参照）。これにより、油排出溝（70）に
導入された油を確実に可動側通路（55）へ送ることができる。オルダムリング（60）は、
自転防止機構と閉塞部材とを兼用するため、部品点数が増えることもない。
【００７８】
　上記実施形態では、油排出溝（70）が、径方向に延びて可動側通路（55）と連通する（
図５を参照）。このため、油排出溝（70）の長さを最小限に抑えつつ、可動側通路（55）
と環状空間（65）とを連通させることができる。環状空間（65）のうち最も小さくなった
隙間（図５の点ａ付近）の油を確実に可動側通路（55）へ導くことができる。加工も容易
である。
【００７９】
　上記実施形態では、第１連通部（C1）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１
が、第２連通部（C2）における環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きい。こ
れにより、可動側通路（55）（厳密には、基準面Ｘ）よりも前側の隙間（図５の点ｂ付近
）の油圧を利用して、該油を油排出溝（70）に確実に導入できる。
【００８０】
　上記実施形態では、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である。これに
より、油排出溝（70）における環状空間（65）側の開口幅が大きくなるため、環状空間（
65）の油を連通空間（70,76）へ導入し易くなる。
【００８１】
　－実施形態の変形例－
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　上記実施形態では、以下のような変形例の構成としてもよい。
【００８２】
　〈変形例１〉
　図７に示す変形例１は、上記実施形態の可動側鏡板（51）の外周面において、油排出溝
（70）に連通する溝（拡大溝（75））を形成している。変形例１の拡大溝（75）は、可動
側鏡板（51）の背面の外周縁部に沿うように周方向に延びている。変形例１の拡大溝（75
）は、可動側鏡板（51）の全周に亘って形成される。
【００８３】
　変形例１では、環状空間（65）の油を拡大溝（75）に捕捉しながら、この油を油排出溝
（70）に導入できる。この結果、環状空間（65）の油量を低減できる。また、拡大溝（75
）によって環状空間（65）の実質的な容積が拡大されるため、環状空間（65）の油圧を低
減できる。
【００８４】
　〈変形例２〉
　図８に示す変形例２の拡大溝（75）は、可動側鏡板（51）の全周のうちの一部に亘って
形成される。具体的に、変形例２の拡大溝（75）は、油排出溝（70）から偏心回転方向の
前方に延びる前側溝部（75a）と、油排出溝（70）から偏心回転方向の後方に延びる後側
溝部（75b）とを含んでいる。前側溝部（75a）の周方向の長さは、後側溝部（75b）の周
方向の長さよりも大きい。
【００８５】
　変形例２では、環状空間（65）のうち、可動側通路（55）の前側（厳密には、基準面Ｘ
の前側）の隙間の油圧を利用して、この油を前側溝部（75a）に導入できる。
【００８６】
　〈変形例３〉
　図９に示す変形例３の連通空間は、可動側鏡板（51）の内部に形成される油排出穴（76
）で構成される。油排出穴（76）は、可動側鏡板（51）の外周面から可動側通路（55）に
向かって径方向に延びる横長の通路を構成している。変形例３のインジェクション機構は
、油排出穴（76）と中圧室（19）とを連通させる中継路（77）（縦穴）を含む。つまり、
可動側通路（55）は、油排出穴（76）及び中継路（77）を介して中圧室（19）と連通する
。
【００８７】
　インジェクション動作では、圧縮室（56）の冷媒が固定側通路（46）、可動側通路（55
）、油排出穴（76）、及び中継路（77）を順に流れた後、中圧室（19）へ導入される。油
導入動作では、環状空間（65）の油が、油排出穴（76）、可動側通路（55）、固定側通路
（46）を介して圧縮室（56）へ導入される。
【００８８】
　変形例３の可動側鏡板（51）の外周面に、油排出穴（76）と連通するように拡大溝（75
）を形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例１と同様、可動側鏡板（51）の全周に亘っ
て形成してもよい。拡大溝（75）は、変形例２と同様、可動側鏡板（51）の全周の一部に
形成してもよい。この場合、変形例２と同様、前側溝部（75a）の周方向の長さを、後側
溝部（75b）の周方向の長さよりも大きくするのが好ましい。
【００８９】
　《その他の実施形態》
　連通空間（70,76）は、環状空間（65）と可動側通路（55）とを連通させるものであれ
ば、如何なる形状であってもよく、必ずしも径方向に延びていなくてもよい。
【００９０】
　背圧室（19）は、中間圧力の中圧室でなくてもよく、例えば高圧圧力の冷媒が導入され
る高圧室であってもよい。
【００９１】
　オルダムリング（60）以外の他の部品を閉塞部材としてもよい。
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【００９２】
　以上の実施形態や変形例は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あ
るいはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。以上、実施形態および変
形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱することなく、形態や詳細
の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上の実施形態および変形例は
、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり、置換したりしてもよい。
以上に述べた「第１」、「第２」、「第３」…という記載は、これらの記載が付与された
語句を区別するために用いられており、その語句の数や順序までも限定するものではない
。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　以上説明したように、本開示は、スクロール圧縮機について有用である。
【符号の説明】
【００９４】
１０　　スクロール圧縮機
１９　　　背圧室
３０　　　圧縮機構
４０　　　固定スクロール
５０　　　可動スクロール
５１　　　可動側鏡板（鏡板）
５５　　　可動側通路
５６　　　圧縮室
６０　　　オルダムリング（オルダム継手、閉塞部材）
６５　　　環状空間
７０　　　凹部
７０ａ　　開放面
７５　　　拡大溝（溝）
７６　　　連通空間
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール（40,50）の間
に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記固定スクロール（40）には、前記圧縮室（56）と連通する固定側通路（46）が形成
され、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記固
定側通路（46）を介して前記圧縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可
動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成されることを特徴とするスクロール圧
縮機。
【請求項２】
　可動スクロール（50）及び固定スクロール（40）を有し、両スクロール（40,50）の間
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に圧縮室（56）を形成する圧縮機構（30）を備え、
　前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面側には、背圧室（19）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周側には、環状空間（65）が形成され
、
　前記可動スクロール（50）には、該可動スクロール（50）の偏心回転運動に伴い前記圧
縮室（56）と前記背圧室（19）とを間欠的に連通させる可動側通路（55）が形成され、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）には、前記可動側通路（55）と前記環状空
間（65）とを連通させる連通空間（70,76）が形成され、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）に対して、偏心回転方向の前側に形
成される第１連通部（C1）と、該偏心回転方向の後側に形成される第２連通部（C2）とを
含み、
　前記第１連通部（C1）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ１が、前記第
２連通部（C2）における前記環状空間（65）側の周方向の開口幅Ｗ２よりも大きいことを
特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動スクロール（50）の鏡板（51）の背面に形成され
る凹部（70）によって構成されることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記凹部（70）の開放面（70a）の少なくとも一部を塞ぐ閉塞部材（60）を備えている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記閉塞部材は、オルダム継手（60）であることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、前記可動側通路（55）と連通するように径方向に延びてい
ることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１つにおいて、
　前記連通空間（70,76）は、径方向外方に向かうにつれて周方向に拡大した形状である
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）の前記鏡板（51）の外周面には、周方向に延びるとともに前
記連通空間（70,76）と繋がる溝（75）が形成されることを特徴とするスクロール圧縮機
。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記溝（75）は、前記連通空間（70,76）から偏心回転方向の少なくとも前方に延びて
いることを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１つにおいて、
　前記可動スクロール（50）が、前記可動側通路（55）と前記圧縮室（56）とを連通させ
る偏心角度位置にあるときに、前記連通空間（70,76）と前記環状空間（65）の内周面と
が最も接近することを特徴とするスクロール圧縮機。
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